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 12月16日 多摩キャンパス良くする会

が西国分寺駅宣伝を行いました。とても

反応が

良くあち

らこちら

から近

寄ってき

て、話を

聞きに

来てくれ

ました。 

7名の参加、50筆の署名が集まりまし

た。「いのちと都立病院を守る国分寺の

会(以後国分寺の会)」からも協力参加が

ありました。11月は「国分寺の会」も宣伝

を行っていますが1時間で200、300と署

名が集まります。会の方にいつもこんなに

たくさん集まるのか伺いましたが、この都

立病院関係の宣伝が際立って多いとの

こと、関心が髙いとの話でした。 

 あけましておめでとうございます。 

 昨年は各守る会や実行委員会の参加

団体の奮闘で、3月議会への都側の定

款提出を断念させ、その後の都議選で

の大きな争点になりました。 

 定款は残念ながら可決されてしまいま

したが、都議会での論戦では共産党や

立憲民主党、自由を守る会が質問に立

ち、コロナ禍の中での独法化に反対しま

した。都側は独法化の必要性などにつ

いて、コロナ禍前の答弁を繰り返すだけ

で、まともに質問に答得ず、答弁不能状

態になりました。 

 2月に開会される2022年第1回定例

都議会では、都立病院の設置条例廃

止が提案されることが予想されます。 

 都民のいのち守る都立病院をなくすな

の声を全都に広げ、廃止提案をストップ

させましょう。短期間ですが、1月末まで

に署名5万筆目標に集めましょう！ 

   １２月１８日、「人権としての医療・介

護東京実行委員会」は、新宿駅南口で

「都立・公社病院の独法化中止」を訴え

宣伝、署名行動に取り組みました。構成８

団体から110人が参加、ビラいりのティッ

シュを１２００個配布、独法化中止署名６

６筆が集まりました。 

  連絡会の森越代表委員の司会で、千

葉医療関連協議長が挨拶、日本共産党

の大山とも子都議団長が挨拶し、上田令

子都議、本田宏医師、宮子あずさ氏が

メッセージを寄せました。東京土建、東京

自治労連、東京医労連、東京民

医連の代表が訴えを行い、各病

院守会から、大塚病院を守る会、

多摩キャンパス良くする会、荏原

病院を守る会が、さらに台東病院

を守る会が取り組みを報告。最後

に窪田事務局長が行動提起と閉

会あいさつを行いました。 

駒込病院を守る会は
12月12日に第14回
総会を開きました 

松沢病院の医療を充実させる会は 

 17日、世田谷区議会福祉保健常任委員会で「独法化見

送り」陳情にもとづく「委員会陳述」が行われました。陳述者

は太田・安田2名。結果は、自・公・行革・あらたの4会派が

継続や不採択。趣旨賛成は、立憲・共産・生ネット・・・・で結

果は残念ですが継続審議になりました。 



 東京都病院経営本部は12月26日、東

京新聞に以下の広告を掲載しました。同じ

広告は朝日、毎日、読売，産経、日経にも

掲載（病院経営本部より通告）。 

 都民の税金を使い、都議会審議中の独

法化の宣伝広告を掲載したことに連絡会

は抗議し、27日に前沢、森越両代表委員

が知事室に抗議文を提出しました。（右） 


